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公

明
党
の

佐
野

弘
仁
で

す
。

今
期

予
算
特

別

委
員

会
に
て

発
言

さ
せ

て
い
た

だ
き

ま
す
。 

 

令

和
四
年

度
当

初
予
算

全
体

の
テ

ー
マ
「

新

型
コ

ロ
ナ
を

乗
り

越
え

、
山

梨

の
可
能

性
を

生
か

し
切
る

」

の
下
、

財
政

健
全

化
指
標

の
際

た
る
県

債
等
残

高
の

推
移
は

三
年

連
続

の
減
、

基
金

取
崩
額

は
マ
イ

ナ
ス

四
十
五

億
円

、
自

治
体
で

の
実

質
借
金

で
あ
る

臨
時

財
政
対

策
債

も
対

前
年
度

比
で

、
マ
イ

ナ
ス
六

九
・

二
パ
ー

セ
ン

ト
と

、
知
事

並
び

に
、
当

局
の
財

政
運

営
手
腕

に
よ

り
、

驚
く
べ

き
改

善
の
年

度
と
な

る
こ

と
を
、
ま
ず

高
く

御
評
価

さ
せ
て

い
た

だ
き

ま
し
て

、

以
下
質

問
に

移
り

た
い
と

思
い

ま
す
。 

  

始

め
に
、
予
算
概

要
五

十
三
ペ

ー
ジ

の
「
い
じ

め
・

不

登

校

対

策

事

業

費

」

及

び

予

算

概

要

百

十

一 
 

ペ
ー
ジ

の
「

ヤ
ン

グ
ケ
ア

ラ
ー

支
援
強

化
事
業

費
」

中
、「

①
ス
ク

ー
ル

ソ
ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー
活

用

事
業

費
」
に

つ
い

て
お

伺
い
し

ま
す

。 

ス

ク

ー

ル

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

の

拡

充

は

、 

私
も
今

期
ロ

ー
カ

ル
マ
ニ

フ
ェ

ス
ト
事

務
事
業

項
目
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と

し

て

掲

げ

、

令

和

二

年

（

二

〇

二

〇

年

）

六

月 
 

議
会
に

て
「

ス
ク

ー
ル
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ
ー

活
用

推

進

に

つ

い

て

」

取

り

上

げ

さ

せ

て

い

た

だ

い

た 

経
緯
が

あ
る

政
策

課
題
で

あ
り

ま
す
。

令
和
四

年
度

当
初
予

算
が

拡
充

さ
れ
る

こ
と

は
嬉
し

く
思
い

ま
す

。 

令
和
四

年
度

に
つ

い
て
、

学
校

現
場
で

の
様

々
な

ケ

ー

ス

に

対

応

し

て

い

く

た

め

に

も

、

ス

ー

パ

ー 

ビ
ジ
ョ

ン
体

制
の

実
践
な

ど
に

つ
い
て

の
必
要

性
等

に
つ
い

て
、

具
体

的
に
何

点
か

お
聞
き

し
ま
す

。 

①
始

め
に
、

子
ど

も
の
貧

困
対

策
へ

の
対
応

、

ヤ
ン

グ
ケ
ア

ラ
ー

な
ど

の
対
応

な
ど

、
社
会

情
勢
に

よ
り

今
後
は

一
層

、
学

校
現
場

で
の

子
ど
も

の
家
庭

に
対

す

る

生

活

福

祉

支

援

に

お

い

て

、

複

雑

で

難

し

い 

ケ
ー
ス

が
増

え
て

き
て
い

く
こ

と
が
予

想
さ
れ

ま
す

。 

ス
ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ

ー
の
専

門
性

向
上

の
た
め

に
は

、
ス

ク
ー
ル

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
へ

の
研
修

会
の

開
催

は
頻
度

高
く

必
要
で

あ
る
と

考
え

て
い
ま

す
が

、
当

局
の

御

所
見
を

お
示

し
く

だ
さ
い

。 

（
教
育
長 

答
弁
） 

委
員
御

指
摘

の
と

お
り
、
社
会
情

勢
の

変
化

に
よ



Ｒ４．３．１８ 予算特別委員会 予算概要 P53「いじめ・不登校対策事業費」及び 
P111「ヤングケアラー支援強化事業費」中「スクールソーシャルワーカー活用事業費」公明党 佐野弘仁 

3/7 

り
、
子

ど
も

を
取

り
巻
く

状
況

は
複
雑

化
・
多

様
化

し
て
い

る
こ

と
か

ら
、
県

と
し

て
も
、

ス
ク
ー

ル
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の
研

修
会

に
つ
い

て
は
数

多
く

実
施
し

、
様

々
な

ケ
ー
ス

に
つ

い
て
事

例
研
究

等
を

し
て
い

た
だ

く
機

会
を
設

け
る

こ
と
が

重
要
と

考
え

て
お
り

ま
す

。 

ま
た
、

開
催

時
期

に
つ
い

て
も

、
児
童

生
徒

の
変

化
に
的

確
に

対
応

で
き
る

よ
う

、
ゴ
ー

ル
デ
ン

ウ
ィ

ー
ク
明

け
や

夏
休

み
期
間

中
な

ど
の
時

期
を
選

ん
で

開
催
す

る
こ

と
が

適
当
と

考
え

て
い
ま

す
。 

 ②
次
に

、
先

の
質
問

の

と
お

り
、

専
門

性

向
上

の

た

め
に
は

頻
度

高
く

研
修
会

が
必

要
と
な

っ
て
い

る
と

考
え
ま

す
が

、
今

年
度
も

実
施

さ
れ
た

運
営
協

議
会

開
催
や

、
経

験
年

数
の
長

い
ス

ク
ー
ル

ソ
ー
シ

ャ
ル

ワ

ー

カ

ー

な

ど

を

講

師

と

し

た

研

修

、

グ

ル

ー

プ 

協
議
に

つ
い

て
、

ス
ク
ー

ル
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

ス
ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
体
制

充
当

に
つ
い

て
の
確

認
の

た
め
、

令
和

三
年

度
の
開

催
状

況
、
各

協
議
会

等
の

開
催
回

数
と

、
令

和
四
年

度
の

実
施
予

定
を
お

聞
き
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し
ま
す

。 
（
教
育
長 

答
弁
） 

運
営
会

議
は

、
ス

ク
ー
ル

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
関
係

機
関

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
構
築

を
目
的

に
、

学
校
や

行
政

、
福

祉
等
の

関
係

者
の
参

画
を
得

て
、

年
２
回

開
催

し
て

い
る
が

、
本

年
度
は

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
拡
大

の
た

め
１
回

の
実
施

と
な

っ
て
お

り
ま

す
。 

ま

た

、

研

修

会

は

、

年

４

回

実

施

し

て

お

り

、 
 

経
験
年

数
の

長
い

ス
ク
ー

ル
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

を
講
師

に
、
グ
ル

ー
プ
討

議
等
を

行
っ

て
い

ま
す
が

、

運
営
会

議
と

同
様

、
新
型

コ
ロ

ナ
の
影

響
で
、

本
年

度
は
２

回
の

実
施

と
な
っ

て
お

り
ま
す

。 

来
年
度

に
つ

き
ま

し
て
は

、
運

営
会
議

は
２

回
、

研
修
会

は
４

回
と

し
、
新

た
に

配
置
す

る
ス
ク

ー
ル

ソ
ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー
を

指
導

・
支
援

す
る
統

括
ス

ク
ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

を
講
師

と
す
る

と
と

も
に
、

本
年

度
臨

時
的
に

開
催

し
た
ヤ

ン
グ
ケ

ア
ラ

ー
に
係

る
研

修
会

の
内
容

を
加

え
る
こ

と
で
、

研
修

会
を
更

に
充

実
し

て
参
り

ま
す

。 
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③
次
に
、
問

題
を

抱
え
る

家
庭
や

児
童

生
徒

の
う
ち

、

相
談
や

支
援

を
希

望
し
な

い
保

護
者
へ

の
対
応

が
難

し
い
と

考
え

ま
す

が
、
令

和
四

年
度
で

の
対
応

策
と

し
て
、

ど
の

よ
う

に
進
め

ら
れ

て
い
く

の
か
、

具
体

的
に
お

示
し

く
だ

さ
い
。 

（
教
育
長 

答
弁
） 

相
談
や

支
援

を
希

望
し
な

い
保

護
者
に

対
し
て

は
、

そ
の
必

要
性

を
十

分
に
理

解
し

て
も
ら

う
こ
と

が
必

要
で
あ

り
ま

す
。 

こ
の
た

め
、

来
年

度
に
お

い
て

も
、
学

校
と

ス
ク

ー
ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
が

協
力
し

て
、
丁
寧
に
、

か
つ
、

根
気

強
く

働
き
か

け
る

こ
と
と

し
て
お

り
ま

す
。 

 

④

次

に

、

ス

ク

ー

ル

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

に 
 

つ
い
て

、
県

内
へ

の
周
知

が
進

み
活
用

が
増
え

て
き

て

い

る

こ

と

は

高

く

評

価

で

き

る

こ

と

で

す

が

、 

何
点
か

の
課

題
も

浮
き
彫

り
に

な
っ
て

き
て
い

ま
す

。

そ
こ
で

令
和

四
年

度
に
お

い
て

、 

（
１
）
令
和

三
年

度

の
状

況
に

鑑

み

、
対

象

者

へ
の
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対
応
時

間
の

不
足

等
を
ど

の
よ

う
に
と

ら
え
て

い
る

か
、
お

聞
き

し
ま

す
。 

（
教
育
長 
答
弁
） 

ヤ
ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

等
複
雑

な
家

庭
環
境

へ
の
対

応
が

必
要
な

案
件

が
増

加
す
る

中
、

令
和
３

年
度
は

、
ス

ク
ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

を
１
３

名
体
制

と
し

、

総
時
間

６
５

０
０

時
間
の

対
応

を
行
っ

て
い
た

が
、

全
て
の

時
間

を
使

い
切
っ

た
と

こ
ろ
で

あ
り
、

よ
り

対
応
時

間
を

確
保

す
る
必

要
が

あ
る
と

考
え
て

お
り

ま
す
。 

 

（
２
）
ま
た

現
場

の

ニ
ー

ズ
と

し

て

、
令

和

四

年
度

に
お
い

て
、

ス
ク

ー
ル
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ
ー

の
人

数
の
確

保
は

十
分

か
、
お

聞
き

し
ま
す

。 

（
長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事 

答
弁
） 

県
で
は

、
来

年
度

は
、
統

括
ス

ク
ー
ル

ソ
ー
シ

ャ
ル

ワ

ー

カ

ー

を

１

名

新

た

に

配

置

す

る

と

と

も

に

、 

ス
ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ

ー
２
名

を
増
員

し
た

１
６
名

体
制

と
し

、
総
時

間
も

本
年
度

の
約
１

．
４

倍
の
９

０
０

０
時

間
を
確

保
し

、
増
加

す
る
案

件
に
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対
応
す

る
こ

と
と

し
て
お

り
ま

す
。 

こ
の
拡

充
し

た
体

制
で
、

い
じ

め
や
不

登
校

、
ヤ

ン
グ
ケ

ア
ラ

ー
へ

の
対
応

に
お

い
て
、

こ
れ
ま

で
以

上
に
し

っ
か

り
と

児
童
生

徒
や

保
護
者

と
の
信

頼
関

係
を
築

き
、

支
援

に
つ
な

げ
て

参
り
ま

す
。 

 

知
事
か

ら
は

直
接

ご
答
弁

を
頂

き
ま
し

て
、

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。

教
育

長
の
ご

答
弁
で

は
、

課
題
な

ど
の

確
認

も
出
来

ま
し

た
。
先

ず
政
策

提
言

さ
せ
て

頂
い

て
お

り
ま
す

事
務

事
業
が

推
進
さ

れ
ま

し
た
こ

と
に

感
謝

致
し
、

併
せ

今
後
に

於
い
て

も
、 

ス
ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ

ー
へ
の

現
場
ニ

ー
ズ

が
高
ま

る
こ

と
が

予
測
さ

れ
ま

す
。 

国
が
目

指
し

て
い

ま
す
、

中
学

校
区
に

一
人

以
上

の
ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

カ
ー
配

置
に
つ

い
て

、

更
な
る

ご
検

討
を

戴
き
ま

す
よ

う
要
望

を
附
さ

せ
て

頂
き
ま

す
。 


